
2 学年 文理コース（特進クラス）数学Ⅱシラバス 

科目 数学Ⅱ 単位 4 学年 2 8 組（特進クラス） 

使用教科書 新編 数学Ⅱ(第一学習社) 副教材等 プログレス数学Ⅱ・B（第一学習社） 

 

学習の到達目標 

式と証明，複素数と方程式，図形と方程式，三角関数，指数関数・対数関数及び微分と積分つい

て理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，事象を数学的に考察し表現する能力を養

うとともに，それらを活用する態度を育てる。 

 

評価の観評価の観点 

ａ．関心・意欲・態度 ｂ．数学的な見方や考え方 ｃ．数学的な技能 ｄ．知識・理解 

 

時数 学習項目 学習内容(ねらい)および評価の観点 ａ ｂ ｃ ｄ 評価方法 
 

８ 
１章 式と証明 

１節 式と計算 

 

 

・3次の乗法公式及び因数分解の公式を理解する。 

・二項定理やその利用法を理解する。 

・整式の割り算の方法を理解する。 

・分数式の約分や四則計算の方法を理解する。 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○

○

○ 

 

○

○

○

○ 

 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート確認 

・課題プリント 

・小テスト 

・定期考査 

１０  ２節 等式・不等式 

        の証明 

 

・恒等式の意味や等式が恒等式であるための条件を理解す 

る。 

・等式を証明する方法を理解する。 

・不等式を証明する方法を理解する。 

・相加平均と相乗平均の大小関係について理解する。 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート確認 

・課題プリント 

・小テスト 

・定期考査 

 

８ 

２章 複素数と方程式 

１節 複素数と 

方程式の解 

 

 

・複素数の四則計算の方法を理解する。 

・2次方程式の解の公式を理解する。 

・2次方程式の解の判別の仕方を理解する。 

・2次方程式の解と係数の関係やその利用法を理解する。 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート確認 

・課題プリント 

・小テスト 

・定期考査 

８  ２節 高次方程式 

 
・剰余の定理やその利用法を理解する。 

・因数定理やその利用法を理解する。 

・高次方程式の解法を理解する。 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート確認 

・課題プリント 

・小テスト 

・定期考査 

 

１１ 
３章 図形と方程式 

 １節 点と直線 

 

・数直線上の 2点間の距離や内分点・外分点の座標を求め

ることができるようにする。 

・平面上の 2点間の距離や内分点・外分点の座標を求める

ことができるようにする。 

・三角形の重心の座標を求めることができるようにする。 

・与えられた条件を満たす直線の方程式を求めることがで

きるようにする。 

・直線の方程式の一般形について理解する。 

・2 直線の平行条件・垂直条件やその適用の仕方を理解す

る。 

・点と直線の距離を求めることができるようにする。 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート確認 

・課題プリント 

・小テスト 

・定期考査 

１０  ２節 円 ・与えられた条件を満たす円の方程式を求めることができ

るようにする。 

・円の方程式から中心と半径を求め，図示することができ

るようにする。 

・円と直線の共有点の座標を求めることができるようにす

る。 

・円と直線の位置関係を調べる方法を理解する。 

・条件を満たす円の接線の方程式を求めることができるよ

うにする。 

・2つの円の位置関係を調べる方法を理解する。 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート確認 

・課題プリント 

・小テスト 

・定期考査 



時数 学習項目 学習内容(ねらい)および評価の観点 ａ ｂ ｃ ｄ 評価方法 
８  ３節 軌跡と領域 ・与えられた条件を満たす点の軌跡を求めることができる

ようにする。 

・不等式の表す領域を図示することができるようにする。 

・連立不等式の表す領域を図示することができるようにす

る。 

・領域を利用して 1次式の最大値や最小値を求める方法を

理解する。 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート確認 

・課題プリント 

・小テスト 

・定期考査 

 

1６ 
４章 三角関数 

 １節 三角関数 

・一般角について理解する。 

・弧度法による角の表し方を理解する。 

・扇形の弧の長さや面積を求めるとができる。 

・一般角の三角関数について理解する。 

・三角関数の相互関係や性質について理解する。 

・三角関数のグラフがかけるようにする。 

・三角関数を含む方程式や不等式の解法を理解する。 

・三角関数を含む関数の最大値・最小値を求める方法を理

解する。 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○

○ 

 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート確認 

・課題プリント 

・小テスト 

・定期考査 

１０  ２節 三角関数の 

加法定理 

・三角関数の加法定理やその利用法を理解する。 

・2倍角の公式，半角の公式及びその利用法を理解する。 

・三角関数の合成やその利用法を理解する。 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート確認 

・課題プリント 

・小テスト 

・定期考査 

 

８ 

５章 指数関数・対数関数 

 １節 指数関数 

 

・0や負の整数の指数について理解する。 

・累乗根の定義や性質及び累乗根を含む式の計算方法を理

解する。 

・有理数の指数について理解する。 

・指数関数のグラフや性質を理解する。 

・指数関数の性質を数の大小比較や方程式・不等式の解法

に活用できるようにする。 

・指数関数を含む関数の最大値・最小値を求める方法を理

解する。 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート確認 

・課題プリント 

・小テスト 

・定期考査 

８ ２節 対数関数 ・対数の定義について理解する。 

・対数の性質や底の変換公式の利用法を理解する。 

・対数関数のグラフや性質を理解する。 

・対数関数の性質を数の大小比較や方程式・不等式の解法

に活用できるようにする。 

・対数関数を含む関数の最大値・最小値を求める方法を理

解する。 

・常用対数及びその利用法を理解する。 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート確認 

・課題プリント 

・小テスト 

・定期考査 

 

９ 
６章 微分と積分 

 １節 微分係数と 

導関数 

・平均変化率の定義について理解する。 

・極限値について理解する。 

・微分係数の定義やその図形的意味を理解する。 

・導関数を求めることができるようにする。 

・導関数を利用して，微分係数を求めることができるよう

にする。 

・変数が x，y 以外の関数について，微分できるようにす

る。 

・与えられた条件を満たす接線の方程式を求めることがで

きるようにする。 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート確認 

・課題プリント 

・小テスト 

・定期考査 

１２  ２節 導関数の応用 ・導関数を用いて関数の増加・減少を調べることができる

ようにする。 

・関数の極値を求めることができるようにする。 

・3次関数のグラフをかくことができるようにする。 

・関数の最大値や最小値を求めることができるようにす

る。 

・グラフを利用して方程式の実数解の個数を調べたり，不

等式を証明する方法を理解する。 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート確認 

・課題プリント 

・小テスト 

・定期考査 

１４  ３節 積分法 ・不定積分を求めることができるようにする。 

・定積分を求めることができるようにする。 

・定積分と微分の関係について理解する。 

・定積分を利用していろいろな図形の面積を求めることが

できるようにする。 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

・授業態度 

・発問評価 

・ノート確認 

・課題プリント 

・小テスト 

・定期考査 

 


